
風節
季

２
０
２
５
年
１
月
、
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
は

第
47
代
ア
メ
リ
カ
大
統
領
に
２
０
１
７
年
以
来
再
び

就
任
し
た
。
彼
ほ
ど
評
価
や
支
持
が
分
か
れ
、
毀
誉

褒
貶
（
き
よ
ほ
う
へ
ん
）
の
激
し
い
人
物
は
珍
し
い
。

就
任
当
初
か
ら
即
決
即
断
の
行
動
力
を
示
し
て
い
る

が
、
首
尾
一
貫
し
な
い
政
策
は
世
界
を
困
惑
と
不
安

に
さ
せ
て
い
る
。

２
月
28
日
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
た
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統

領
と
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
停
戦
を
目
指
す
会
談
で
の
ト
ラ

ン
プ
大
統
領
の
交
渉
術
は
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。
テ
レ

ビ
に
映
し
出
さ
れ
た
両
者
の
激
し
い
意
見
の
対
立
や

感
情
的
な
口
論
の
応
酬
の
模
様
は
「
外
交
は
取
引
で

あ
り
、
交
渉
術
を
駆
使
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
で
あ
る
」

と
彼
の
流
儀
を
世
界
に
示
し
た
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
の

経
験
や
感
覚
に
基
づ
い
て
、
交
渉
や
取
引
の
場
で
強

硬
な
態
度
を
取
り
、
自
分
の
利
益
を
最
大
限
に
引
き

出
し
相
手
に
譲
歩
を
迫
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
政
治

や
外
交
は
そ
う
単
純
な
も
の
で
は
な
く
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
金
銭
交
渉
術
と
は
異
な
る
複
雑
さ
が
伴
う
。
彼
の

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
的
直
感
は
説
得
力
を
持
つ
一
方
で
、

長
期
的
な
国
際
的
協
調
や
連
鎖
反
応
を
把
握
し
制
御

で
き
る
か
は
不
透
明
で
あ
る
。

ト
ラ
ン
プ
政
権
の
誕
生
に
は
、
国
家
の
枠
を
超
え

て
政
治
や
経
済
、
文
化
が
相
互
に
結
び
つ
き
を
強
め

て
繁
栄
し
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
限
界
が
背
景
に
あ

る
。
１
９
９
０
年
代
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
下
で
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
は
全
盛
を
迎
え
、
金
融
資
本
と
政
権

の
密
接
な
関
係
が
築
か
れ
た
。
し
か
し
、
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
に
過
剰
な
金
融
投
機
や
経
済

格
差
が
顕
在
化
し
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
不
満
が
高
ま

り
、
社
会
は
行
き
詰
ま
っ
た
。

今
回
の
選
挙
で
は
、
民
主
党
の
支
持
基
盤
で
あ
る

若
者
や
労
働
者
階
級
が
経
済
政
策
や
移
民
問
題
に
対

す
る
不
満
を
抱
き
「
ア
メ
リ
カ
第
一
主
義
」
に
共
感

し
大
き
な
力
と
な
っ
た
。
ま
た
、
民
主
党
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
エ
リ
ー
ト
色
が
強
く
、
中
西
部
の
白
人
層

や
低
所
得
者
層
に
は
届
か
な
か
っ
た
。
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
の
メ
デ
ィ
ア
戦
略
は
、
オ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア

（
伝
統
的
な
テ
レ
ビ
や
新
聞
）
と
の
対
決
姿
勢
が
特

徴
で
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
直
接
支
持
者
と
つ
な

が
る
こ
と
で
、

メ
ッ
セ
ー
ジ

は
迅
速
か
つ

広
範
囲
に
拡

散
さ
れ
、
支

持
者
の
結
束

を
強
化
し
勝

利
し
た
。

巧
み
な
メ
デ
ィ
ア
戦
略
を
駆
使
し
て
支
持
を
集
め

た
こ
と
は
成
功
だ
っ
た
が
、
実
際
の
政
策
に
不
安
定

さ
や
方
向
性
の
矛
盾
を
、
多
く
の
人
は
感
じ
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
「
弱

い
人
の
味
方
」
と
見
ら
れ
る
一
方
で
、
実
際
に
は
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
と
し
て
の
金
銭
感
覚
や
利
益
重
視
の
姿

勢
が
強
い
。「
ア
メ
リ
カ
第
一
主
義
」
政
策
は
低
所
得

者
層
に
支
持
さ
れ
る
の
に
対
し
、
減
税
や
規
制
緩
和

は
富
裕
層
や
企
業
に
恩
恵
を
も
た
ら
す
政
策
で
あ
る
。

４
月
３
日
「
ト
ラ
ン
プ
「
相
互
関
税
砲
」
発
射
、

世
界
の
株
式
市
場
に
激
震
」
の
ニ
ュ
ー
ス
が
世
界
を

駆
け
巡
っ
た
。
そ
の
直
後
か
ら
世
界
中
の
同
時
株
安

が
始
ま
り
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
一
斉
に
不
安
と
危
機

感
を
煽
り
、
相
互
関
税
に
懐
疑
的
な
論
調
が
あ
ふ
れ

て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
、
相
互
関
税
に
よ
る
景
気

悪
化
の
懸
念
が
引
き
起
こ
す
株
価
急
落
に
つ
い
て

「
予
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
だ
」
と
、
意
に
介
さ
な
い

姿
勢
を
示
し
、
ア
メ
リ
カ
経
済
を
患
者
に
例
え
て
「
重

い
病
気
で
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
の
で
手
術
を

受
け
た
。
好
景
気
が
や
っ
て
く
る
」
と
勝
算
が
あ
る

か
の
よ
う
に
自
信
を
示
し
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
相
互
関
税
の
条
件
が
こ
こ
に
き
て
二
転

三
転
し
、
世
界
は
疑
心
暗
鬼
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

が
意
図
的
に
演
出
さ
れ
て
い
る
も
の
な
の
か
、
相
手

を
動
揺
さ
せ
る
も
の
な
の
か
、
も
し
そ
う
な
ら
ば
、

彼
は
非
常
に
高
度
な
政
治
的
手
腕
を
持
っ
て
い
る
こ

と
に
な
り
、
今
後
が
興
味
深
い
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
限
界
を
露
呈
し
て
い
る
状
況

に
お
い
て
、
現
状
維
持
は
衰
退
を
意
味
す
る
。
行
動

し
な
が
ら
決
断
を
下
し
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
方
向
転

換
す
る
姿
勢
が
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に

時
代
の
変
化
の
節
目
に
は
、
独
断
に
陥
ら
ず
周
囲
の

意
見
に
耳
を
傾
け
る
器
量
の
大
き
さ
と
、
長
期
的
な

視
野
と
短
期
的
な
課
題
に
対
応
す
る
バ
ラ
ン
ス
感
覚

が
必
須
で
あ
る
。

日
本
は
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
の
中
で
、

こ
の
30
年
間
賃
金
は
上
が
ら
ず
「
一
億
総
中
流
」
か

ら
格
差
社
会
へ
、
非
正
規
雇
用
者
は
約
４
割
と
な

り
、
食
料
の
自
給
率
の
低
下
、
さ
ら
に
外
国
資
本
の

流
入
や
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
が
進
み
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
の
普
及
に
よ
り
価
値
観
の
多
様
性
を
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
日
本
の
社
会
は
ど

う
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
イ
ン
フ
レ
が
進
み
、
た
だ
生

き
づ
ら
く
な
り
、
つ
い
に
先
進
国
か
ら
脱
落
し
て
し

ま
っ
た
。

世
界
の
潮
流
は
内
向
き
に
変
化
し
、
反
グ
ロ
ー
バ

リ
ズ
ム
へ
と
揺
れ
戻
っ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
り
、
自
浄
能
力
を
失
っ
た
「
悲
し

い
日
本
」
に
意
識
の
変
換
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
政
治
家
ト
ラ
ン
プ

―
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
到
来
―
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